
■人口 17,855 人（ー 51）
　男性 8,753 人（ー 18）
　女性 9,102 人（ー 33）
■世帯 6,661 戸（±０）
※平成 23. ４.１現在
　　　（ ）内は対前月比
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全
身
で
感
じ
る

　

地
球
の
め
ぐ
み

六
郷
の
里
「
つ
む
ぎ
の
湯
」
源
泉
復
活



　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
？
名
前
だ
け
聞
く
と
な
に

や
ら
難
し
そ
う
で
す
が
、
わ
か
り
や
す

く
言
う
と
「
介
護
や
福
祉
に
関
す
る
町

の
総
合
相
談
窓
口
」
と
言
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

た
と
え
高
齢
者
に
な
っ
た
と
し
て

も
、
自
立
し
て
、
住
み
慣
れ
た
町
に
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
は
誰
も
が

思
う
願
い
で
す
。
そ
ん
な
願
い
が
か
な

え
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
高
齢
者
の
方
が
住
み
な
れ

た
町
で
（
地
域
）、
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
け
る
よ
う
に
、
介
護
、
福
祉
、
健

康
、医
療
な
ど
様
々
な
面
か
ら（
包
括
）、

高
齢
者
や
そ
の
家
族
を
支
え
て（
支
援
）

い
き
ま
す
。

　

市
川
三
郷
町
で
は
、
本
庁
舎
１
階
の

福
祉
支
援
課
包
括
支
援
係
が
そ
の
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。　

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、

保
健
師
や
看
護
師
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、
社
会
福
祉
主
事
と
い
っ
た
専

門
職
が
お
り
、
様
々
な
か
た
ち
で
地
域

の
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
業
務
を
し

て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
次
の
４
つ
の
柱
を
中
心

に
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

年
齢
を
重
ね
て
も
介
護
が
必
要
な
状

態
に
な
ら
ず
、
い
つ
ま
で
も
自
立
し
た

生
活
が
送
れ
る
よ
う
介
護
予
防
の
お
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

25
項
目
の
質
問
票
な
ど
で
、
介
護
や

支
援
が
必
要
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と

判
断
さ
れ
た
方
を
対
象
に
教
室
な
ど
を

開
催
し
、
高
齢
者
が
現
在
の
状
態
を
維

持
で
き
、
介
護
予
防
を
積
極
的
に
取
り

組
め
る
よ
う
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
要
介
護
認
定
で
要
支
援
１
～

２
と
認
定
さ
れ
た
方
一
人
ひ
と
り
の
状

態
に
合
わ
せ
て
作
成
さ
れ
た
「
介
護
予

防
支
援
計
画
書
」
に
基
づ
き
、
目
標
を

持
っ
て
介
護
予
防
に
取
り
組
め
る
よ
う

支
援
し
て
い
ま
す
。

包括支援センターって
なんだろう？
高齢になっても、介護を必要とせず、住み慣れた町に安心して暮らしたい…。
誰もが思う願いです。そんな想いを実現させるためのお手伝いをするのが
地域包括支援センターです

▲口の中の健康を保つための指導を行った口
腔ケアセミナー（お口の健康教室）

　

　

町
で
は
、
町
立
病
院
内
リ
ハ
ビ
リ

室
に
お
い
て
、
介
護
予
防
「
で
き
じ

ゃ
ん
教
室
」を
週
２
回
で
３
カ
月
間
、

継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
教
室
で
は
、
リ
ハ
ビ
リ
の
専

門
で
あ
る
理
学
療
法
士
の
指
導
の
も

と
、
軽
体
操
や
高
齢
者
向
け
の
機
械

を
使
用
し
た
運
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
身
体
機
能
の
維
持
と
向
上
を
図

る
こ
と
で
、
介
護
が
必
要
な
状
態
に

な
る
こ
と
を
防
ぎ
、
で
き
る
限
り
自

立
し
て
豊
か
な
人
生
が
お
く
れ
る
こ

と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

介
護
予
防
の
運
動
教
室

で
き   

じ
ゃ
ん
教
室

平成 22 年度は 57 人が参
加した「できじゃん教室」。介護予防に大きな
成果をもたらしている
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包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は

①
介
護
が
必
要
に
な
ら
な
い

よ
う
に
予
防
し
ま
す
（
介
護
予

防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）



　

振
り
込
め
詐
欺
、
悪
徳
商
法
、
高
齢

者
虐
待
…
。
高
齢
者
を
脅
か
す
事
件
は

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
金
銭
管
理
や
契
約

の
こ
と
な
ど
で
不
安
の
あ
る
方
、
認
知

症
な
ど
で
判
断
能
力
が
衰
え
た
場
合
に

備
え
て
の
「
成
年
後
見
制
度
」
な
ど
、

適
切
な
制
度
の
利
用
法
に
つ
い
て
支
援

し
て
い
ま
す
。

　

介
護
や
福
祉
、
医
療
な
ど
に
関
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
ど
こ
に
相
談
し
た

ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
心
配
ご
と
や
悩

み
は
、
ま
ず
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
ご
相
談
下
さ
い
。
相
談
内
容
に
応
じ

て
適
切
な
機
関
な
ど
と
連
絡
を
取
り
、

皆
さ
ん
へ
の
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

や
、
関
係
機
関
の
紹
介
な
ど
を
し
て
問

題
の
解
決
に
務
め
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
一
人
ひ
と
り
の
心
身
の
状

態
、
生
活
環
境
の
変
化
な
ど
様
々
な
問

題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
医
療
機
関
を

含
め
た
関
係
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
用
し
て
支
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地

域
で
働
い
て
い
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が

日
常
業
務
を
し
や
す
い
よ
う
に
、
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
や
医
療
機
関
な
ど
と
の
連

絡
調
整
を
し
た
り
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

同
士
が
情
報
を
持
ち
合
え
る
よ
う
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
作
る
な
ど
し
て
、
高
齢
者

が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
を
作
っ
て
い
ま

す
。

高齢者虐待を防げ！
『市川三郷町高齢者虐待防止
ネットワーク』を整備
　殴るけるなどの身体的虐待、怒鳴
る、無視するなどの心理的虐待、食
事を与えないなど介護の放棄、性的
虐待、年金などの財産を奪う経済的
虐待などがある高齢者虐待。厚生労
働省の調査では、被害者は８割近く
が女性で、加害者は息子が最も多い
とのこと。
　複雑な問題を抱えていることが多
い高齢者虐待では、一つの機関や職
員だけでは対応が困難です。そのた
め、関係者相互の連携や協力が不可
欠であり、関係者のネットワークを
作る事がとても重要となります。
　そこで町では、医師会、弁護士会、
警察署、消防署、民生委員、老人ク
ラブなど 15 人で構成さた市川三郷町
高齢者虐待防止ネットワークを整備
し、高齢者虐待の予防と、早期発見、
早期対応、再発防止を図ります。

電
話

来
所

訪
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▲平成 21 年度相談・訪問等月別件数

▪年間総数 1599 件

　

長
田
包
子
さ
ん
（
上
野
）
は
、
今

年
１
月
か
ら
週
２
回
の
３
カ
月
間
、

で
き
じ
ゃ
ん
教
室
に
参
加
し
ま
し

た
。
教
室
で
行
っ
た
運
動
は
、
ま
っ

た
く
辛
く
は
な
く
、
他
地
域
の
方
と

も
交
流
が
で
き
て
、
楽
し
く
続
け
ら

れ
た
そ
う
で
す
。
３
カ
月
間
の
成
果

は
顕
著
で
家
事
を
し
て
も
体
が
疲
れ

る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
ほ
か
、
自
分

の
体
や
健
康
へ
の
関
心
が
増
し
て
き

た
と
の
こ
と
。デ
ー
タ
的
に
も
筋
力
、

柔
軟
性
、
ス
ピ
ー
ド
、
体
力
、
す
べ

て
の
項
目
で
向
上
が
み
ら
れ
ま
し

た
。
89
歳
に
な
っ
た
今
で
も
、
毎
日

元
気
に
家
事
や
農
業
、
教
室
で
覚
え

た
運
動
も
続
け
て
い
ま
す
。

で
き     

じ
ゃ
ん
教
室
に

参
加
し
て
…

長
田
包か
ね
こ子
さ
ん
（
上
野
）
89
歳

89 歳と
は思え

ない元
気な姿

で家事

もこな
す長田

包子さ
ん

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
問
い
合
わ
せ
、
各
種
教
室
へ
の
申
し
込
み
は
福
祉
支
援
課
包
括
支
援
係
☎
０
５
５
（
２
７
２
）
１
１
０
６
ま
で
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②
高
齢
者
の
権
利
を
守
り
ま

す
（
権
利
擁
護
）

③
「
困
っ
た
な
」
を
一
緒
に
解

決
し
ま
す
（
総
合
相
談
）

④
高
齢
者
の
暮
ら
し
や
す
い

地
域
を
つ
く
り
ま
す
（
包
括

的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
）
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町
で
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
の
運
営
協
議

会
委
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
役
割
】
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

公
正
・
中
立
性
を
確
保
し
、
円
滑
で
適

正
な
運
営
を
は
か
る

【
任
期
】
委
嘱
さ
れ
た
日
か
ら
平
成
26

年
３
月
ま
で

【
会
議
】
年
２
回
程
度
（
会
議
は
平
日

午
後
に
開
催
予
定
）

【
募
集
期
限
】
５
月
20
日
㈮
ま
で

【
募
集
人
員
】
２
名
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
に
て
決
定
）

【
応
募
資
格
】
町
内
在
住
の
方

【
応
募
方
法
】
電
話
に
て
お
申
し
込
み

下
さ
い

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
町
福

祉
支
援
課
包
括
支
援
係
℡
０
５
５

（
２
７
２
）
１
１
０
６

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
委
員
の
募
集

　

平
成
12
年
度
に
開
始
し
た
介
護
保
険

制
度
は
、
高
齢
者
や
家
族
支
援
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
近
年
の
急
速
な
高
齢
化

に
伴
い
、
皆
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

町
づ
く
り
を
よ
り
一
層
進
め
て
い
く
た

め
に
、
３
年
に
一
度
の
見
直
し
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
役
割
】
要
介
護
者
等
の
人
数
や
、
対

象
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
す
る
意
向
、

そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
、
新
た
な
事

業
計
画
の
策
定
に
関
し
審
議
す
る

【
任
期
】
委
嘱
さ
れ
た
日
か
ら
平
成
27

年
３
月
ま
で
（
第
１
回
策
定
委
員
会
お

よ
び
委
嘱
式
は
今
年
７
月
頃
開
催
予

定
）

【
会
議
】
年
２
～
３
回
程
度
（
会
議
は

平
日
午
後
に
開
催
予
定
）

【
募
集
期
限
】
５
月
20
日
㈮
ま
で

【
募
集
人
員
】
２
名
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
に
て
決
定
）

【
応
募
資
格
】
町
内
在
住
の
介
護
保
険

被
保
険
者
（
40
歳
以
上
）
の
方

【
応
募
方
法
】
電
話
に
て
お
申
し
込
み

下
さ
い

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
町
福
祉

支
援
課
介
護
係
℡
０
５
５
（
２
７
２
）

１
１
０
６

介
護
保
険
事
業
計
画
・
高
齢
者
福
祉
計
画
策
定
委
員
の
募
集

市川大門町民体育館

入場無料

親子で遊
ぼう！

ぴかりん
コンサー

ト

「トトロ」による
おはなしの会

※手作りおや
つの紹介・試

食コーナー

※作って遊ぼ
う「つみきコ

ーナー」

※子育て支援
ネットワーク各

組織紹介

※ＭＭＣ「い
かのおすし」

ダンス

※愛育コーナ
ー

　「記念手形
」「お楽しみ

展示」

問いきいき健康課子育て支援係
　☎0556-32-2114

５/29 日

楽
し
い
ぞ
ぅ
！

AM9:00 受付開始
AM9:30 開会式
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ひとりで悩まないで！
ＤＶ及び自殺予防相談窓口を
設置しました（こころの相談ダイヤル）

　近年深刻な問題となっている配偶者からの
暴力、いわゆるＤＶ被害者からの相談と、全
国では年間自殺者数が３万人にも上る大きな
社会問題である自殺を予防するために、町で
は専門の相談員を配置しました。

　１人では抱えきれない悩みや苦しみを、誰
かに相談してみることで解決するかもしれま
せん。ささいなことでも構いません。相談員
にあなたのこころの苦しみをお話し下さい。

※相談内容は秘密厳守されますのでご安心下さい。

市川三郷こころの相談ダイヤル☎ 0556-32-1300
【時間】平日 AM9:00 ～ PM4:00　　【場所】六郷庁舎内いきいき健康課

　自殺者数が年々増加しており、深刻な社会問題となっています。
　自殺は本人だけでなく、家族や周りの人々に大きな悲しみをもたらし、社会全体にも大き
な影響を与えます。
　そこで、自殺やうつ病の問題について理解を広げ、自殺を予防し減らしていくことができ
るよう次のとおり自殺防止につながる標語（メッセージ）を募集します。

【内容】「自殺防止」「うつ病予防」に関する
標語（概ね 20 字程度。）

【応募資格】町内在住の方、もしくは町内に
通学されている方

【締切り】５月 31 日㈫ 郵送時当日消印有効
【応募上の注意】

▷未発表の作品に限る▷ひとり１点まで▷
作品の使用、著作権は市川三郷町に帰属す
る▷応募作品の返却には応じない

【選考】町健康づくり推進協議会において選
考・最優秀賞１点、優秀賞２点、入賞５点
を決定。賞状、記念品を贈呈

【発表】入選者に対して直接通知のうえ、町
ホームページで公表（７月頃予定）

【応募方法】５月に全戸配布する募集ちらし
の応募用紙にて、直接提出または郵送、フ
ァックスで申し込む。メールでも可（ただ

し郵便番号、住所、氏名、電話番号、年齢
［学生の場合は学校名、学年］、標語を必ず
記入すること）

【提出先】町福祉支援課、三珠支所住民サ
ービス係、六郷庁舎いきいき健康課、大同
出張所
〒 409-3244 市川三郷町岩間 495 市川三郷
町役場いきいき健康課
FAX0556-32-2887
メール ikiiki@town.ichikawamisato.lg.jp
※入選 者は 11/6 開催 の『い
ちかわみさと健康と福祉のつど
い』で表彰します。
※入選作品は自殺防止に関する
啓発材料として活用させていただきます。

【問い合わせ】町いきいき健康課健康増進
係☎ 0556-32-2114

自殺防止につながる標語を募集



町
の
自
主
財
源
は
３
割
弱

　

町
の
一
般
会
計
の
歳
入
は
、
前

年
度
よ
り
６
・
５
％
増
の
83
億
９
，

８
０
４
万
３
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
は
「
自
主
財
源
」
と
国
や
県
な

ど
に
頼
っ
た
「
依
存
財
源
」
と
に
分
け

ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
自
主
財
源
が
多
い

ほ
ど
、
行
政
活
動
の
自
主
性
や
安
定
性

が
確
保
で
き
ま
す
。

　

町
の
歳
入
に
お
い
て
大
き
な
割
合
を

占
め
て
い
る
の
が
、
左
下
の
グ
ラ
フ
か

ら
も
分
か
る
と
お
り
地
方
交
付
税
と
町

税
で
す
。

　

地
方
交
付
税
と
は
、
自
治
体
の
規
模

に
よ
っ
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
差
が
開
か

な
い
よ
う
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
て
い
る

一
般
財
源
で
す
。
地
方
交
付
税
の
含
ま

れ
る
「
依
存
財
源
」
と
は
、
国
や
県
の

意
思
決
定
に
基
づ
い
て
収
入
さ
れ
る
財

源
で
す
。

　

町
で
自
ら
確
保
で
き
る「
自
主
財
源
」

の
な
か
で
、
も
っ
と
も
大
き
な
割
合

を
占
め
る
の
は
町
の
税
金
で
あ
り
、

内
訳
は
左
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

町
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、
約

10
万
２
千
円
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

借
金
に
あ
た
る
町
債
は
、
三
珠
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
耐
震
補
強
事
業
、
耐
震

性
貯
水
槽
整
備
、
町
道
新
設
改
良
事
業

改
良
事
業
な
ど
に
当
て
る
た
め
臨
時
財

政
対
策
債
６
億
７
２
０
万
円
を
含
む

12
億
９
，
３
０
０
万
円
（
前
年
比
16
・

71
％
増
）
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
昨
年

と
同
様
、
財
源
不
足
が
生
じ
た
た
め

町
の
貯
金
で
あ
る
基
金
か
ら
１
億
１
，

１
０
０
万
１
千
円
を
取
り
崩
し
て
補
っ

て
い
ま
す
。

町税
17億7,160万3千円
（22%）

使用料及び手数料
1億933万1千円（1%）

分担金・負担金
1億8,602万5千円
（2%）

財産収入（0%）
241万8千円

繰入金（1%）
1億1100万2千円

諸収入（0%）
4,107万5千円
繰越金（1%）
1億672万7千円

寄付金（0%）
50万2千円

地方譲与税（1%）
6,909万6千円

地方消費税交付金
1億1,848万2千円（1%）

地方交付税
33億6,012万7千円
（41%）

国庫支出金
6億9,743万6千円
（8%）

県支出金
4億8,253万5千円
（6%）

町債
12億9,300万円
（15%）

町債
12億9,300万円
（15%）

その他4,868万4千円（1%）
　利子割交付金268万1千円   配当割交付金213万7千円
　株式譲渡所得交付金85万9千円
　自動車取得税1,354万8千円   特例交付金2,745万9千円
　交通安全対策特別交付金200万

自主
  財源

依存
    財源

まちづくりの設計書

平成 23 年度
まちのよさんは

平成23年度の当初予算が
平成23年市川三郷町議会第１回定例会で可決されました。

一般会計は昨年度に比べ５億1,567万 4,000円増の83億 9,804万３千円です

83億9,804万3千円

固定資産税
8億1,906万4千円
（46%）個人町民税

6億5,814万7千円
（37%）

町たばこ税（5%）
8,413万5千円

法人町民税（4%）
7,621万8千円

都市計画税（3%）
4,832万4千円

入湯税（3%）
4,446万円

軽自動車税（2%）
4,125万5千円

17億7,160万3千円
■税額総額

　

一
般
会
計 

▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼ 

歳
入

■町税の内訳

■一般会計歳入の内訳

歳入　83億9,804万3千円
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緊
急
経
済
対
策
と
子
育
て

支
援
対
策
の
充
実

　

今
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
、
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
の
プ
レ
ミ
ア
ム
率
の
引
き
上

げ
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
、
子
育
て
医

療
費
助
成
事
業
、
各
種
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
な
ど
、
緊
急
経
済
対
策
と
子
育
て
支

援
対
策
が
さ
ら
に
充
実
さ
れ
て
い
る
点

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

普
通
建
設
事
業
費
は
、
継
続
事
業
で

あ
る
町
道
矢
作
上
野
線
新
設
改
良
事

業
、
市
川
中
央
部
ま
ち
づ
く
り
事
業
、

三
珠
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
耐
震
補
強
事

業
、
消
防
第
７
分
団
１
部
詰
所
建
設
な

ど
の
主
要
事
業
の
増
額
で
、
７
億
７
，

９
５
０
万
２
千
円
の
増
額
と
な
り
ま
し

た
。目

的
別
・
性
質
別
の
歳
出

　

左
の
円
グ
ラ
フ
は
上
が
目
的
別
、
下

が
性
質
別
に
ま
と
め
た
も
の
で
、
と
も

に
一
般
会
計
予
算
の
歳
出
を
表
し
た
も

の
で
す
。

　

目
的
別
歳
出
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
水
準
や
行
政
上
の
特
色
な
ど
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
性
質
別
歳
出

で
は
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
な
ど

の
支
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
経
費

や
、
道
路
や
公
共
施
設
の
建
設
な
ど
と

い
っ
た
投
資
的
な
経
費
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

家
計
で
い
え
ば
人
件
費
は
食
費
に
、

物
件
費
は
光
熱
水
費
に
、
扶
助
費
は
医

療
費
、
補
助
費
と
繰
出
金
は
子
ど
も
へ

の
仕
送
り
、
公
債
費
は
借
金
の
返
済
と

置
き
代
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
必
ず
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
経
費
で
、
全
体
の
90
％
を
占
め

て
い
る
こ
と
か
ら
、
臨
時
的
に
使
え
る

お
金
は
少
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

今
年
度
の
主
な
新
規
事
業

■
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業

　

町
民
の
所
有
す
る
住
宅
を
、
町
内
建

築
事
業
者
が
改
修
し
た
際
の
費
用
の
一

部
を
助
成

■
景
観
計
画
策
定
事
業

　

個
性
を
生
か
し
た
多
様
な
景
観
形
成

を
目
標
と
す
る
計
画
の
策
定

■
徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

　

認
知
症
の
方
を
事
前
に
登
録
し
て
お

き
、
万
一
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
時
で

も
す
ば
や
く
発
見
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の

導
入

議会費9,960万円（1%）

総務費
11億132万円
（13%）

民生費
23億486万円
（28%）

衛生費
9億4,126万7千円
（11%）

衛生費
9億4,126万7千円
（11%）

農林水産業費
2億5,688万6千円
（3%）

商工費
1億4,841万4千円
（2%）

　　土木費
11億8,363万2千円
　　（14%）

消防費（2%）
1億8,129万6千円

教育費（9%）
7億5,824万4千円
教育費（9%）
7億5,824万4千円

災害復旧費3千円

　　公債費
14億1,829万2千円
　　（17%）

諸支出金222万9千円
予備費200万円

　　人件費
13億1,044万2千円
　  （16%）

　　物件費
12億8,848万円
　　（15%）

　扶助費
10億3,334万4千円
（12%）

　補助費等
13億2,007万円
　（16%）

　　公債費
14億1,829万2千円
　　（17%）

繰出金
11億7,898万3千円
（14%）

普通建設事業費
7億7,950万2千円
（9%）

その他 6,893万円（1%）

一
般
会
計
歳
出
目
的
別

一
般
会
計
歳
出
性
質
別

平成 23 年度版「知ってほしいまちの予算」
　広報紙だけでは伝えきれない今年度の予算や、各
種事業についてわかりやすく説明した「知ってほし
いまちの予算」を発行しました。今号と同時（5/1 付）
に各戸に回覧し、町内公共施設に設置しま
す。また町ＨＰからも PDF でご覧
いただけます。
　入手ご希望の方は総務課広聴広報
係☎ 055-272-1101 までご連絡下さ
い。なお数に限りがありますので、部
数がなくなり次第配布を終了します。

　

一
般
会
計 

▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼ 

歳
出

歳出 83 億9,804万3千円



No.068 �

誕
生

氏　

名

届
出
人

地　

域

元
気
に
育
っ
て
ね

※
本
人
・
ご
家
族
の
申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
の
み
掲
載

お
く
や
み

お
め
で
た

３月届出分
（敬称略）

結
婚
す
ば
ら
し
い

　
　
　

ご
家
庭
を

両

人

の

氏

名

死
亡

氏　

名

届
出
人

地　

域

 

お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

※
地
域
名
は
亡
く
な
っ
た
方
の
最
終
住
所
地
で
す
。

5
2011

▽
統
括
課
長 

岸
本
正
幸
（
総
務
課
長
）

▽
生
活
環
境
課
長 

河
西
勝
（
教
育
総
務

課
総
務
施
設
係
長
）
▽
町
立
病
院
総
看

護
師
長 

穂
坂
さ
ち
子
（
町
立
病
院
看
護

師
長
）
▽
町
民
課
国
保
老
健
係
長 

森

川
規
彦
（
財
政
課
財
政
係
）
▽
産
業
振

興
課
農
業
委
員
会
係
長 

丹
沢
美
男
（
生

活
環
境
課
簡
易
水
道
係
）
▽
教
育
総
務

課
学
校
教
育
係
長 

相
川
由
美
（
議
会
事

務
局
書
記
）
▽
町
立
病
院
診
療
放
射
線

技
師
長 

薬
袋
一
博
（
町
立
病
院
診
療
放

射
線
技
師
）
▽
町
立
病
院
総
看
護
師
長 

穂
坂
さ
ち
子
（
町
立
病
院
看
護
師
長
）

▽
町
立
病
院
看
護
師
長 

丸
山
弘
美
（
町

立
病
院
主
任
看
護
師
）
▽
町
立
病
院
看

護
師
長 

諏
訪
田
洋
子
（
町
立
病
院
主
任

看
護
師
）
▽
町
立
病
院
主
任
看
護
師 

野
田
梨
恵
（
町
立
病
院
看
護
師
）

▽
企
画
課
長 

長
田
勝
則
（
財
政
課
長
）

▽
総
務
課
長 

長
澤
孝
幸
（
企
画
課
長
）

▽
財
政
課
長 

伊
藤
正
己
（
生
活
環
境
課

長
）
▽
つ
む
ぎ
の
湯
管
理
者 

樋
川
輝

彦
（
六
郷
支
所
長
）
▽
保
育
課
長 

上
野

昌
樹
（
山
梨
県
中
部
横
断
自
動
車
道
用

地
事
務
所
）
▽
六
郷
支
所
長 

望
月
勲

（
保
育
課
長
）
▽
政
策
推
進
室
政
策
推

進
係
長 

丹
沢
和
人
（
建
設
課
都
市
計
画

係
長
）
▽
福
祉
支
援
課
介
護
係
長 

藤

原
満
（
町
民
課
国
保
老
健
係
長
）
▽
生

活
環
境
課
環
境
衛
生
係
長 

渡
辺
勝
矢

（
生
活
環
境
課
簡
易
水
道
係
長
）
▽

生
活
環
境
課
簡
易
水
道
係
長 

内
藤
勝

（
福
祉
支
援
課
介
護
係
長
）
▽
建
設
課

都
市
計
画
係
長 

窪
田
正
彦
（
産
業
振
興

課
農
業
委
員
会
係
長
）
▽
議
会
事
務
局

議
会
事
務
係
長 

深
澤
美
佳
（
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
長
）
▽
三

珠
支
所
庶
務
係
長
兼
生
涯
学
習
ス
ポ
ー

ツ
担
当 

井
上
和
彦
（
生
活
環
境
課
環
境

衛
生
係
長
）
▽
教
育
総
務
課
総
務
施
設

係
長 

立
川
祐
司
（
教
育
総
務
課
学
校
教

育
係
長
）
▽
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

長 

望
月
利
偉
（
町
立
病
院
総
務
係
長
）

▽
町
立
病
院
総
務
係
長 

保
坂
輝
美
（
町

立
病
院
経
理
係
長
）
▽
町
民
課
町
民

係 

小
林
直
樹
（
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

係
）▽
税
務
課
住
民
税
係 

川
口
法
大（
福

祉
支
援
課
包
括
支
援
係
）
▽
い
き
い
き

健
康
課
子
育
て
支
援
係 

輿
水
未
央
（
税

務
課
住
民
税
係
）
▽
福
祉
支
援
課
包
括

支
援
係 

井
出
由
香
里
（
い
き
い
き
健
康

課
子
育
て
支
援
係
）
▽
福
祉
支
援
課
包

括
支
援
係 

丹
沢
昌
世
（
い
き
い
き
健
康

課
子
育
て
支
援
係
）
▽
生
活
環
境
課
簡

易
水
道
係 

渡
辺
潤
（
建
設
課
公
共
土
木

係
）
▽
建
設
課
公
共
土
木
係 

石
原
一

彦
（
建
設
課
町
営
住
宅
係
）
▽
建
設
課

町
営
住
宅
係 
丹
沢
真
樹
（
税
務
課
資
産

税
係
）▽
出
納
室
会
計
係 
望
月
淳
治（
税

■
昇
任

■
配
置
換
え

もっと

役
に
立
つ

に
場

４月１日付

役場人事異動

（ ）内は旧任
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務
課
住
民
税
係
）
▽
生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
係 

秋
山
治
久
（
町
民
課
町
民
係
）

▽
町
立
病
院
総
務
係 

今
村
洋
輔
（
福
祉

支
援
課
福
祉
係
）
▽
市
川
保
育
所 

佐

野
奈
保
子
（
市
川
南
保
育
所
）
▽
富
士

見
保
育
所 

志
村
き
み
子
（
山
保
へ
き
地

保
育
所
）
▽
富
士
見
保
育
所 

村
松
加

奈
絵
（
市
川
保
育
所
）
▽
市
川
南
保
育

所 

望
月
順
子
（
市
川
保
育
所
）
▽
山
保

へ
き
地
保
育
所 

北
村
千
春
（
富
士
見
保

育
所
）

▽
地
域
医
療
体
制
調
査
検
討
委
員
会 

丹
沢
貴
広
（
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

係
・
ス
ポ
ー
ツ
担
当
三
珠
支
所
）

▽
有
泉
一
幸
（
三
珠
支
所
庶
務
係
）
▽

高
森
暁
子
（
出
納
室
会
計
係
）
▽
功
刀

広
美
（
福
祉
支
援
課
包
括
支
援
係
保
健

師
）
▽
磯
部
ひ
ろ
美
（
町
立
病
院
総
看

護
師
長
）
▽
加
賀
美
は
る
み
（
町
立
病

院
准
看
護
師
）
▽
一
瀬
静
子
（
町
立
病

院
准
看
護
師
）
▽
伊
藤
秀
和
（
町
立
病

院
診
療
放
射
線
技
師
長
）
▽
長
田
好
二

（
総
務
課
広
聴
広
報
係
運
転
技
術
員
）

▽
小
松
久
子
（
町
立
病
院
給
食
科
調
理

員
）

▽
財
政
課
財
政
係 

佐
野
未

緒
▽
税
務
課
住
民
税
係 

芦
沢
将
太
▽
税
務
課
資

産
税
係 

内
藤
隼
人
▽

福
祉
支
援
課
福
祉
係 

相

田
祐
志
▽
い
き
い
き
健
康
課

子
育
て
支
援
係
保
健
師 

浅
川
珠
美
▽
町
立

病
院
内
科
医
師 

周

東
利
奈
▽
町
立
病

院
看
護
師 

土
橋
聡
子

▽
町
立
病
院
看
護
師 
深

澤
博
実
▽
市
川
保
育
所

保
育
士 

伊
藤
美
保
▽

三
珠
保
育
所
保
育
士 

塩

澤
麻
里
子
▽
市
川
保
育
所
保
育

士 

藤
巻
由
香
▽
総
務
課
広
聴
広
報
係

運
転
技
術
員
（
再
任
用
）
長
田
好
二

■
派
遣

■
採
用

■
退
職

財政課
佐野未緒

税務課
芦沢将太

税務課
内藤隼人

福祉支援課
相田祐志

いきいき健康課
浅川珠美 市川保育所

伊藤美保

三珠保育所
塩澤麻里子

市川保育所
藤巻由香

私
た
ち
も

の
精
神
で

　

頑
張
り
ま
す

◀
新
採
用
職
員
（
役
場
・
保
育
所
）
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今
月
の
各
種
相
談

■
巡
回
児
童
相
談
所
⇨
町
い
き
い
き
健
康
課
子

育
て
支
援
係
☎
０
５
５
６
（
32
）
２
１
１
４

■
教
育
相
談
⇨
町
教
育
委
員
会
☎
０
５
５

（
２
７
２
）
６
０
９
３

５
月
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

カレンダーの
見方
休　→　休館日

P ５　→　本誌
５ページに詳細
記事あり

② P ５ → 本 紙
２月号５ページ
に詳細記事あり

※河頭地区の可燃ゴミの収集は金曜日のみです
※祝日でもカレンダーどおりに収集します。
※詳しくは各世帯に配布されたゴミ収集予定表、
　およびゴミ便利帳をご覧下さい。

直通電話番号一覧
【本庁舎】　代表☎ 055-272-1101
企 画 課055-272-1103　総 務 課055-272-1102
財 政 課055-272-6091　町 民 課055-272-1105
税 務 課055-272-1104　福祉支援課055-272-1106
生活環境課055-272-6092　建 設 課055-272-6090
出 納 室055-272-1107　議会事務局055-272-1108
教育総務課055-272-6093　生涯学習課055-272-6094
政策推進室055-272-6095

【三珠庁舎】
三 珠 支 所055-240-4153　産業振興課055-240-4157

【六郷庁舎】
六 郷 支 所0556-32-2111　いきいき健康課0556-32-2114

【市川保育所内】保育課保育係 055-240-4160
【大同出張所】055-272-1504
【防災無線聞き直し】0120-704-553 ←無料　055-272-7799

No.068
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【受付時間・診療科目】
( 土曜 ･日曜日･祝日の受付はありません）
■午前診療科目（受付 AM ８:00 〜 11:30） 
　内　　　科　⇨　月〜金
　循環器内科　⇨　月・火・水・金
　外　　　科　⇨　月〜金
　泌 尿 器 科　⇨　月〜金
　眼 科　⇨　月・火・金
　皮　膚　科　⇨　月・※水・金
　　※水曜日は不定期です（要確認）
　耳鼻咽喉科　⇨　火 ･ 木 ･ 金
■午後診療科目（受付 PM3:00 まで）
　呼吸器特診　⇨　水曜日
　心臓血管特診　⇨　金曜日［毎月２回］
　脳神経外科　⇨　火曜日
■予約制診療科目

整形外科 ⇨ 月・火・水・木
　（水曜日・木曜日は午前中のみです）
　婦人科（午後のみ）⇨火・金
※予定が変更になる場合があります。
詳しく は町立病院へお問合せ下さい。
※予約（変更 ･ 取り消し等）の問い合
わせは、専用ダイヤル☎ 055-272-5311

［受付時間］
午後１時〜４時（土 ･ 日、祝日を除く）

市川三郷町立病院 ☎ 055-272-3000

子どもの急病や心配ごとの相談は…

■
心
配
ご
と
相
談
⇨
時
間
13
時
30
分
〜
16
時

▽
三
珠
地
区
５
月
18
日
㈬
三
珠
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
相
談
室 

問
町
社
協
三
珠
支
所
☎
０
５
５

（
２
７
２
）
２
８
８
１

▽
市
川
地
区
５
月
10
日
㈫
町
福
祉
保
健
総
合

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
相
談
室 

問
町
社
協
市
川
支
所

☎
０
５
５
（
２
７
２
）
４
１
７
９

▽
六
郷
地
区
５
月
10
日
㈫
六
郷
町
民
会
館
問
町

社
協
六
郷
支
所
☎
０
５
５
６（
32
）３
８
４
７

■
行
政
相
談

▽
三
珠
・
市
川
地
区
５
月
10
日
㈫ 

14
時
〜
16

時 

町
役
場
本
庁
舎
２
階
第
２
会
議
室
問
総
務

課
庶
務
係
☎
０
５
５
（
２
７
２
）
１
１
０
２

▽
六
郷
地
区
５
月
10
日
㈫
14
時
〜
16
時 

六
郷

町
民
会
館
２
階
小
会
議
室
【
問
】
役
場
六
郷
支

所
庶
務
係
☎
０
５
５
６（
32
）
２
１
１
１

■
心
と
身
体
の
な
ん
で
も
相
談
⇨
５
月
24
日
㈫

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
・
三
珠
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
１
階
診
察
室
・
市
川
大
門
町
民
会
館
１
階

保
健
室
・
六
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

介護老人保健施設ケアセンターいちかわ
■通所リハビリテーション

（月～金　祝日を除く）9:00 ～ 4:00
【問い合わせ】☎ 055-272-5121

No.068

■小児救急電話相談　☎♯ 8000
ダイヤル回線からは☎ 055-226-3369 へ
※受診した方が良いか相談・助言など
■急病時、時間外での小児医の受診
小児初期救急医療センター
☎ 055-226-3399 
※電話相談をしてから受診して下さい。

■内科
 月・火・木・金・土（土曜日は午前のみ）
※ 5/14 ㈯、5/19 ㈭、5/26 ㈭は休診
※ 5/10 ㈫、5/12 ㈭、5/17 ㈫、5/24 ㈫、
5/31 ㈫は午前休診
■整形外科
　診察日：5/12 ㈭午前、5/26 ㈭午前
【診療時間】
　午前９時〜正午  /  午後２時〜５時

【問い合わせ】
　国保診療所☎ 055-272-7111
　町民課国保老健係☎ 055-272-1105

町営国民健康保険診療所 ☎ 055-272-7111

■
消
費
生
活
相
談
（
毎
月
第
２
木
曜
日
）
⇨
５

月
12
日
㈭
午
前
10
時
～
正
午
・
町
役
場
三
珠
庁

舎
１
階
会
議
室 

問
町
産
業
振
興
課
商
工
観
光

係
☎
０
５
５
（
２
４
０
）
４
１
５
７

※冊子からはずして壁に貼るなどしてご利用下さい。

■心のよりどころサロン「でてこうし」（毎週金
曜日午前 10 時～午後３時）⇨三珠
健康管理センター問町福祉支援課☎
055-272-1106（詳しくは広報８月号６
ページ参照）
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教えて下さい！

新 書図着

『県庁おもてなし課』
（有川 浩 / 著・角川書店）

　春の甲子園で山崎福也選手は投打に大活躍し、日大三
高を準優勝に導いた。余命６年と宣告された、脳腫瘍の
死線からの復活劇。福也君の頑張りは、病気をかかえて
いる人を勇気付けただけではなく、ふだん命のことなど
考えたこともない人にも、命の大切さを教えてくれる。

『甲子園がくれた命』
（中村 計 / 作・講談社）

　とある県庁に生まれた新部署「おもてなし課」。若手職
員・掛水は、地方振興企画の手始めに、人気作家に観光
特使を依頼するが…。お役所仕事と民間感覚の狭間で揺
れる掛水の奮闘が始まった！？巻末に、高知県庁に実在
する「おもてなし課」職員と著者の対談を収録。

■児童向け

■一般向け

【本　　館】055-272-8888   開館時間 9:00 〜 17:00（木曜日は 19:00 まで）
【三珠分館】055-272-1204   開館時間 9:00 〜 17:00 
【六郷分館】0556-32-2002   開館時間［平日］正午〜 19:00［土・日］9:00 〜 17:00
■休館日：全館とも毎週月曜・祝日・年末年始   ※本館のみ月の最後の平日

「春の絵てがみ」展　絵てがみサークル八重桜の会
　毎月第４木曜日、上地区公民館で活動をしていま
す。春らしい絵てがみを展示します。この絵てがみ
の中から、小さな春をみつけて下さい。（5/27 まで） 

募  

集

図書館ではイベントの手伝い、絵本の読みき
かせなどのボランティアを募集しています
※活動時間は要相談
　問町立図書館本館☎ 055-272-8888

展示コーナー（本館）

あなたが読んで面白かった本、感動した本、心に残っ
た本を教えて下さい。

あなたの一冊

『はるのプレゼント』（あべはじめ / 作絵・くもん出版）
『新幹線しゅっぱつ！』（鎌田歩 / 作・福音館書店）
『せきとり しりとり』（サトシン / 作・高畠那生 / 絵・文溪堂） 
『もったいないばあさんもりへいく』（真珠まりこ / 作 絵・講談社）
『パパとあたしのさがしもの』（鈴木永子 / 作 絵・ひさかたチャイルド）
『じめんのしたの小さなむし』（たしろちさと / 作・福音館書店） 
『おままごと』（すなやまえみこ / 作・こぐま社）
『一ねんせいになったら』（まどみちお / 詞・ポプラ社）

新
着

（児童向き）

■本　　館ー [ 乳幼児 ] ５/26 ㈭ 11:00 〜 11:30
■三珠分館ー [ 幼児～小学 ] 毎週㈫ 16:30 〜 17:00
　　　　　　 [ 乳幼児 ] ５/24 ㈫ 11:15 〜 11:45
■六郷分館ー [ 幼児～小学 ] ５/17 ㈫ 15:30 〜 16:00

今月のおはなし会 　気軽におこし下さい！

　飼い主に捨てられた犬たちが、
年間３万頭いたり、１週間ほど
たったら、燃やされて処分され
たりと、残酷なお話だけど、「犬
を大事にあつかおう」という意
志が芽生えてきました。

（N.M / 10 代女性）

『犬たちをおくる日』
（今西乃子・著　金の星社）

わたしの
一冊

　「子どもたちにもっと本を！」との願いから、
1959 年に始まった「こども読書週間」。2000
年の「こども読書年」を機に、現在の 4/23 ～
5/12 になりました。
　小さい時から本を読む楽しさを知っている
ことは、子どもが大きくなるためにとても大
切なことです。「こども読書週間」は、大人が
子どもに本を手渡す週間でもあります。また、
子どもに読書を勧めるだけでなく、大人にとっ
ても子どもの読書の大切さを考えるとき、そ
れが「こどもの読書週間」です。

※
期
間
中
、
職
員
が
お
薦
め
す
る

本
を
館
内
に
展
示
し
て
い
ま
す

「友だち 100 冊作るんだ」
「子ども読書週間」4/23 ～ 5/12
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退団者 …………………………
【本　団】丹澤 忠行
【１分団】有泉 正臣
【２分団】石 原  一、佐野　弘、相田 吉亮

 青柳 貴正
【３分団】塩島 榮喜
【５分団】田中 重幸、渡辺 則夫
【６分団】村松 司郎、村松 幹夫
【７分団】小林 輝光、小林 悟志
【８分団】丸山 真司
【９分団】赤池健一郎、河 口  功、渡辺 新吾

 望 月  学
【10分団】木村 竹実、望月 高太
【11分団】望月 良一
【12分団】齊藤 茂樹、井上 浩一

入団者 …………………………
【女性消防隊】丹澤 昌世、天野 敦子

 櫻 井  操、海 沼  紀 子、渡 邊  麻 理、松 井  美 香
 一 瀬  茜、高 柳  咲 子、大山ひかり、有 野  綾
 長 倉  麻 未、小 林  陽 子

【２分団】篠原 竜馬、北村 隼人、松岡 秀典
　　　　  畑川 祐樹、杉本裕一朗

【３分団】薬袋 政史
【４分団】仲亀 裕紀、小林 久高
【５分団】秋山 治久
【６分団】岸 本  遼、小沢 勇太、村松 敬太

　　　　  青柳 大生
【７分団】小林 栄和
【８分団】佐野 健二、河野 和久
【９分団】加藤 健伸、渡辺 裕人、内藤 隼人

　　　　  伊藤 冬騎
【10分団】依田 智也
【12分団】斉藤 貴宏

役　員 …………………………
【団　長】市川 朝嗣
【副団長】渡 辺  覚、水上 政成、望月 勇雄

　　　　　　　　 分団長　          副分団長

【１分団】有 泉  修、有泉 賢一
【２分団】牧野 芳男、丹 沢  滋
【３分団】土 橋  新、石川 正仁
【４分団】保坂 健次、関部 喜彦
【５分団】村松 一雄、渡 辺  孝
【６分団】一ノ瀬 一、深沢 政樹
【７分団】有 泉  希、小林 千弘
【８分団】渡邊 将人、鈴木 秀一
【９分団】遠 藤  学、笠井 康二
【10分団】坂本 昌和、望月 真司
【11分団】望月 政雄、遅 沢  潤
【12分団】前 島  司、上田 秀一

　

４
月
１
日
町
消
防
団
の
入
団
式

が
、
役
場
本
庁
舎
ロ
ビ
ー
に
て
行

わ
れ
、
新
入
団
員
、
幹
部
ら
約

１
０
０
人
が
参
加
し
消
防
団
活
動

へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
今
年
度
は
新
た
に
、
町
女

性
職
員
に
よ
る
女
性

消
防
隊
（
写
真
下
）

を
結
成
し
ま
し
た
。
女
性
消
防
隊

は
火
災
予
防
の
啓
発
や
、
10
月
に

行
わ
れ
る
全
国
女
性
消
防
操
法
大

会
に
出
場
す
る
予
定
で
す
。
女
性

な
ら
で
は
の
き
め
細
か
な
気
配
り

や
対
応
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
町
消
防
団
体
制
を
紹

介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

地
域
を
守
る
「
命
綱
」
市
川
三
郷
町
消
防
団

　東日本大震災で被災された皆様
に心よりお見舞い申し上げるとと
もに、被災地の一日も早い復興を
心よりお祈り申し上げます。
　多くの皆さまのご協力により、
たくさんの募金・物資を集めるこ
とができました。協力、本当にあ
りがとうございました。
皆さんの善意は、各機関を通じ
て、各被災地へ送金されます。
　ご協力いただいた方の氏名、金
額などは来月号の広報でお知らせ
します。

東日本大震災に伴う、
義援金・救援物資への
ご協力ありがとうござ
いました

市川三郷町

　市川三郷町共同募金分会（町
社会福祉協議会）では、被災地
で活動するボランティアグルー
プ・NPO への支援金を募集して
います。
　東日本大震災では、かつてな
い長い支援活動が必要となりま
すが、そこで大きな力になるのは、
被災地で活動をつづけるボラン
ティア・NPO の方たちです。
　その活動を支えるための「支

える人を支える」募金です。
　ご協力よろしくお願いします。

【受付】

  町社会福祉協議会本所、各支所
【期間】平成 25 年３月 31 日まで
【受付時間】

  本所：月～金 8:30 ～ 17:15
  支所：火～金 9:00 ～ 16:00

【問い合わせ】

  町社会福祉協議会
  ☎ 055-272-4179

災害ボランティア・NPO
活動サポート募金へのご
協力を
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町
で
は
、
次
の
と
お
り
臨
時
保
育
士
を

募
集
し
ま
す
。

【
職
種
・
人
数
】
臨
時
保
育
士
３
名

【
勤
務
場
所
】
管
内
保
育
所

【
勤
務
時
間
】
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
（
交
替
制
有
）

【
待
遇
】
町
臨
時
職
員
取
扱
規
定
を
適
用

【
応
募
条
件
】
保
育
士
の
有
資
格
者
（
平

成
23
年
５
月
ま
で
に
保
育
士
資
格
取
得
見

込
者
を
含
む
）

※
幼
児
の
保
育
を
行
う
た
め
、
あ
る
程
度

の
体
力
が
必
要

【
受
付
期
間
】
５
月
17
日
㈫
ま
で
（
平
日

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）

【
試
験
日
】
５
月
24
日
㈫

【
選
考
方
法
】
書
類
審
査
、面
接
、実
技
（
ピ

ア
ノ
演
奏
・
バ
イ
エ
ル
下
巻
程
度
）

【
提
出
書
類
】
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）・
資

格
証
明
書

※
健
康
診
断
書
を
任
用
決
定
後
に
提
出

【
採
用
予
定
】
▽
平
成
23
年
６
月
１
日
（
１

名
）
▽
７
月
１
日
（
２
名
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
町
保
育
課

☎
０
５
５
（
２
４
０
）
４
１
６
０

　

町
消
費
生
活
研
究
会
で
は
、
環
境
保
全

の
た
め
廃
食
油
の
回
収
を
し
て
い
ま
す
。

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。

【
回
収
日
時
】
５
月
17
日
㈫
午
前
９
時
～

11
時

【
回
収
場
所
】
▽
町
役
場
三
珠
庁
舎
駐
車

場
▽
市
川
大
門
町
民
会
館
１
階
入
口
▽
町

役
場
六
郷
庁
舎
駐
車
場

【
回
収
で
き
る
油
】
▽
家
庭
用
で
使
用
済

み
に
な
っ
た
天
ぷ
ら
油
▽
賞
味
期
限
切
れ

の
天
ぷ
ら
油

【
注
意
】
▽
業
務
用
は
回
収
し
ま
せ
ん
▽

油
を
こ
し
て
揚
げ
カ
ス
な
ど
を
取
り
除

い
て
下
さ
い
▽
長
時
間
放
置
さ
れ
た
も
の

や
、
高
温
な
場
所
に
置
か
れ
て
い
た
も
の

は
回
収
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

※
次
回
の
回
収
は
11
月
頃
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
▽
町
消
費
生
活
研
究

会
事
務
局
（
町
産
業
振
興
課
商
工
観
光

係
）
☎
０
５
５
（
２
４
０
）
４
１
５
７

▽
町
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係
☎
０
５
５

（
２
７
２
）
６
０
９
２

　

人
事
院
で
は
次
の
と
お
り
「
平
成
23
年

度
国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
（
税
務
）
試
験
」

を
行
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
税
務
署

ま
で
お
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
受
験
資
格
】
平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

【
申
込
書
交
付
期
間
】
５
月
９
日
㈪
～
６

月
28
日
㈫
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

【
申
込
書
受
付
期
間
】
６
月
21
日
㈫
～
６

月
28
日
㈫
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

【
試
験
日
】
▽
第
１
次
試
験
９
月
４
日
㈰

▽
第
２
次
試
験
10
月
13
日
㈭
～
10
月
20
日

㈭
の
内
、
指
定
さ
れ
た
日

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
鰍
沢
税
務

署
総
務
課
☎
０
５
５
６
（
22
）
３
１
９
１

　

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

で
す
。
こ
れ
に
伴
い
「
特
設
人
権
相
談
所

（
困
り
ご
と
何
で
も
相
談
所
）」
を
次
の
と

お
り
開
設
し
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
難
し
い
手
続
き
も
い
り

ま
せ
ん
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

【
日
時
】
６
月
１
日
㈬
午
前
10
時
～
午
後

３
時

【
場
所
】
▽
三
珠
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
１

階
和
室（
小
）
▽
市
川
大
門
町
民
会
館
視

聴
覚
室
▽
六
郷
町
民
会
館
２
階
小
会
議
室

【
相
談
内
容
】
い
じ
め
、体
罰
、差
別
問
題
、

近
隣
の
も
め
ご
と
等

【
担
当
者
】
地
元
人
権
擁
護
委
員

【
問
い
合
わ
せ
】町
民
課
町
民
係
☎
０
５
５

（
２
７
２
）
１
１
０
５

　

㈳
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
で
は
、
一
般
家
庭
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技

能
講
習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

【
内
容
】
襖
、
障
子
の
張
替
え
、
ガ
ラ
ス

や
網
戸
サ
ッ
シ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
水
廻

り
の
清
掃
等
の
基
本
と
効
率
的
な
作
業
の

方
法
を
講
義
と
実
技
で
習
得
し
ま
す
。

【
日
時
】
５
月
31
日
㈫
～
６
月
10
㈮
午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時
（
土
、
日
、
月
を

除
く
８
日
間
）

家
庭
用
廃
食
油
を
回
収
し
ま
す

町
消
費
生
活
研
究
会

↖

臨
時
保
育
士
募
集

保
育
課

一
般
家
庭
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
能
講
習
会

㈳
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
試
験

鰍
沢
税
務
署

特
設
人
権
相
談
所

町
町
民
課

無
料
で
耐
震
診
断
し
ま
す

　

町
で
は
次
の
と
お
り
、
無
料
で
ご
自

宅
の
耐
震
診
断
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
診
断
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

【
診
断
対
象
】
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前

に
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅

【
募
集
期
間
】
5
月
９
日
～
5
月
31
日

【
募
集
戸
数
】
30
戸
（
先
着
順
）

※
耐
震
改
修
に
も
、
次
の
と
お
り
補
助
金

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

■
評
点
が
１
・
０
未
満
と
診
断
さ
れ
た
建

物
を
１
．
０
以
上
に
す
る
耐
震
改
修

⇨
80
万
円
ま
で
補
助

■
評
点
０
・
７
未
満
と
診
断
さ
れ
た
建
物

を
０
・
３
以
上
向
上
さ
せ
る
耐
震
改
修

⇨
80
万
円
ま
で
補
助

■
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置

⇨
24
万
円
ま
で
補
助

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】
町
建
設
課

都
市
計
画
係
℡
☎
０
５
５
（
２
７
２
）

６
０
９
０

　自衛官募集相談員に次

の３人が委嘱されました。

　募集相談員は平成 25

年３月 31日までの２年

間、自衛官募集に関する

様々な活動を行います。
■芦澤義文様（市川大門）

■砂田武士様（上野）

■原田久男様（岩間）



【
会
場
】
笛
吹
市
御
坂
町
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー

【
対
象
者
】
就
職
・
就
業
を
希
望
す
る
55

歳
以
上
の
高
齢
者

※
公
共
職
業
安
定
所
に
事
前
の
求
職
登
録

が
必
要
で
す
。

【
受
講
料
】
無
料

【
定
員
】
20
名
（
定
員
が
上
回
る
場
合
に

は
書
類
選
考
に
よ
り
決
定
、
合
否
通
知
は

郵
送
に
て
連
絡
）

【
締
切
】
５
月
20
日
㈮

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
㈳
山
梨

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎
０
５
５
（
２
２
８
）
８
３
８
３

　

労
働
保
険
・
一
般
拠
出
金
の
年
度
更
新

手
続
き
は
、
６
月
１
日
か
ら
７
月
10
日
の

間
に
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

年
度
更
新
申
告
書
の
発
送
は
５
月
末
、

申
告
書
受
理
相
談
会
は
６
月
中
旬
以
降
を

予
定
し
て
い
ま
す
。（
日
程
等
は
申
告
書

に
同
封
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

　

労
働
保
険
等
の
算
定
期
間
に
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

年
度
更
新
の
時
期
が
社
会
保
険
の
算
定

基
礎
届
の
提
出
時
期
と
重
な
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
準
備
の
う
え
、
法
定
期
限

内
に
労
働
保
険
・
一
般
拠
出
金
の
申
告
、

納
付
を
す
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
鰍
沢
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
５
５
６
（
22
）
３
１
８
１

　

山
梨
で
働
き
た
い
社
会
人
の
方
、
来
春

卒
業
予
定
の
方
を
対
象
と
し
た
合
同
就
職

面
接
会
で
す
。次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
５
月
18
日
㈬
午
後
１
時
～
４
時

（
受
付　

正
午
～
午
後
３
時
30
分
）

【
場
所
】
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
13
Ｆ
コ
ス
モ

ル
ー
ム
（
東
京
都
中
野
区
中
野
４
ー
１
ー

１
Ｊ
Ｒ
中
野
駅
北
口
よ
り
徒
歩
１
分
）

【
参
加
企
業
情
報
】
山
梨
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認
下
さ
い
。（
ア
ド
レ

ス
）http://pref.yam
anashi.jp/rosei-

koy/index.htm
l
【
内
容
】
▽
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
相
談
コ
ー

ナ
ー
▽
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職
業
相
談
コ
ー

ナ
ー
▽
農
業
・
林
業
・
福
祉
の
仕
事
相
談

コ
ー
ナ
ー
▽
田
舎
暮
ら
し
情
報
コ
ー
ナ
ー

▽
山
梨
県
職
員
採
用
案
内
コ
ー
ナ
ー　

他

【
問
い
合
わ
せ
】
▽
山
梨
県
産
業
労
働

部
労
政
雇
用
課
☎
０
５
５
（
２
２
３
）

１
５
６
２
▽
や
ま
な
し
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー

ン
就
職
支
援
室
☎
０
３
（
５
２
１
３
）

２
８
９
０

　

最
近
、
消
費
者
の
自
宅
を
突
然
訪
問
し

て
、
金
や
プ
ラ
チ
ナ
な
ど
の
貴
金
属
を
つ

か
っ
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
を
、
買
い
取

る
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
が
増
え
て
い

ま
す
。

　
「
し
つ
こ
い
勧
誘
で
迷
惑
を
し
た
」「
突

然
の
業
者
訪
問
に
戸
惑
い
、
冷
静
な
判
断

が
で
き
な
い
ま
ま
契
約
を
し
て
し
ま
っ

た
」「
返
品
を
求
め
て
も
商
品
は
返
っ
て

こ
な
い
」
な
ど
の
相
談
が
あ
り
ま
す
。

　

買
い
取
っ
て
も
ら
う
つ
も
り
が
な
い
な

ら
、毅
然
と
し
た
態
度
で
断
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
相
手
が
ど
ん
な
業
者
な
の
か
必
ず

確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
業
者
が
自
宅
を
訪
問
し
て
貴
金
属
を
買

い
取
る
と
い
う
契
約
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

何
か
あ
り
ま
し
た
ら
、
県
民
生
活
セ
ン

タ
ー
☎
０
５
５
（
２
２
３
）
１
５
７
１
、

町
商
工
観
光
係
☎
０
５
５
（
２
４
０
）

４
１
５
７
に
ご
相
談
下
さ
い
。
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貴
金
属
の
訪
問
買
取
に
注
意
！

県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

15

労
働
保
険
と
一
般
拠
出
金
の
申
告
納
付
は
お
早
め
に

鰍
沢
労
働
基
準
監
督
署

行政相談員に
今村力男さん、依田洋澄さん
　次の２名が平成 23 年４月１日付で、
総務大臣より市川三郷町担当の行政相
談委員に委嘱されました。
■今村力男さん（市川大門 6237-12）
　☎ 055-272-0032
■依田洋澄さん（楠甫 395）
　☎ 0556-32-3737
　行政相談委員は、毎月 10 日頃、定例
行政相談所を開設しています。お気軽
にご相談下さい。また、相談は自宅で
も受け付けています。

【５月の日程】

 ▪三珠・市川地区

  ５月 10 日㈫  午後２時～４時
  町役場本庁舎２階会議室２
 ▪六郷地区

  ５月 10 日㈫  午後２時～４時
  六郷町民会館２階小会議室
※毎月の日程は広報のイベントカレン
ダーをご覧下さい。

山
梨
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
フ
ェ
ア

山
梨
県
産
業
労
働
部
労
政
雇
用
課

地デジのことなら何でも聞いて下さい

ご相談・お問い合わせは

☎ 055-213-2200
総務省　山梨県テレビ受信者支援センター
平日 9:00 ～ 21:00　土日祝 9:00 ～ 18:00

※ IP 電話などで繋がらない場合は☎ 03-4334-1111

まずはお電話を！でんわ急げ！デジサポへ



　市川三郷町では 2008 年 10 月 16 日以来、町内での死亡事
故がなく、今年の４月４日で交通死亡事故ゼロの記録を 900 日
間に延ばしました。これを記念して、町では県警から感謝状を
いただきました。
　900 日はあくまでも通過点です。今後も交通安全を心がけ、
1000 日、2000 日と安全な町にしていきましょう！

（写真・4/5 町内交通安全関係者を前に輿水鰍沢署長から感謝状を贈呈される久保町長）

■遠藤清子様より、夫で旧六郷
町長・故幸利様のご遺志により
福祉にお役立て下さいと町社会
福祉協議会に 50 万円の寄付を
頂きました。
■三枝稔様より、義母・故若尾
よし子様葬儀の香典から福祉に
お役立て下さいと、町社会福祉
協議会に 10 万円の寄付を頂き
ました。
■前・三珠中学校校長　石原政

至様より、三珠中学校に退職記
念として耐火金庫と自動紙折り
機（計 30 万円相当）を寄贈し
て下さいました。
■前・上野小学校教諭　伊藤広

文様より上野小学校に、退職記
念としてコードレス掃除機とラ
ミネーター（計５万円相当）を
寄贈して下さいました。
■畑川宗平様より、デイサービ
スセンターご利用のお年寄りに
使っていただきたいと、町社会
福祉協議会にセーター 14 着を
寄付して下さいました。

善意ありがとう
ございます

ありがとう！
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地域の話題や情報をお寄せ下さい
総務課広聴広報係☎ 055-272-1101
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～ 900 日間交通死亡事故ゼロを達成～
山梨県警察より感謝状

　例年にない肌寒さを感じた４月３日、表門神社の春の例大祭「御
幸祭」が行われました。最大の見せ場である神輿を担いだまま芦川
を渡る場面では、勇ましい掛け声とともに、若者たちが水しぶきを
あげながら川を渡り大勢の観客から歓声があがりました。

春の川面をわたる神輿と歓声
表門神社春の例大祭「御幸祭」

（写真・盆地に春を呼ぶお祭りと言われているが、この日は冬がぶり返したような寒さ。そ
れでも担ぎ手は、最大の見せ場である川渡りで、観客のために何度も川中を往復して見せた）

山梨県立大学
キャラクター

「やまちゃん」



正解者５名の方に抽選で記
念品を差し上げます。

（記念品は月によって内容が
変わる場合があります。ご了
承下さい）

（必要事項が明記されていない場合
は、対象からはずさせていただき
ます）

クイズに答えて記念品をゲット！

対応する携帯電話などで読みとると、
本町のメールアドレスを表示します

〈メルアドＱＲコード〉

■先月号の答え

　「市川三郷町農業委員会は毎月何日
に開催されているでしょう？」の答え
は、②番の「毎月 25 日」が正解でした。

　おめでとうございます。次の方が当
選されました。記念品をお贈りします。
とうちゃん、村松絹江さん、丹沢恭子

さん、ヘビースモーカーパパさん、節

電さん

① ソフトランディング
② 総合相談
③ 通信販売

ハガキまたはメールで、クイズの答え、住
所、氏名及びペンネーム、年齢、電話番
号、広報の感想や町への意見を書き〒
409-3601 市川三郷町 市川大門 1790-3
市川三郷町役場総務課広聴広報係まで
ご応募下さい。
ims1790@town.ichikawamisato.
yamanashi.jp

（締切）５月 16 日必着

お
便
り

《問題》
〜ヒントは広報紙の中に〜

　地域包括支援センターが行う事業の４
つの柱「介護予防ケアマネジメント」「権
利擁護」「包括的継続的ケアマネジメン
ト」もう一つは次のうちどれでしょうか？
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　桜も咲き誇った４月６～７日。町内の小中学校では一斉に
入学式が行われました。今年町内では中学生 160 人、小学生
145 人が入学。六郷小学校入学式では児童会長の内藤宏武く
んが「東北では大地震で大きな被害を受けても頑張っている方
がたくさんいます。僕らも心をひとつにして頑張っていきまし
ょう！」と力強い挨拶で新入生を歓迎しました。

さくら満開！希望を胸に新入生堂々の入場
町内各小中学校で入学式

　４月８日、市川高校音楽部では町役場本庁舎ロビーにて、東
日本大震災の被災者支援を呼びかけるチャリティーコンサート
を開きました。美しいハーモニーで３曲を熱唱し、募金への協
力を呼びかけると、聴き入った来庁者は次々に募金箱へ足を運
んでいました。

全国レベルのコーラスで復興支援
市川高校音楽部チャリティーコンサート

（写真・６年生に手を連れられて少し緊張気味の新入生が入場すると、上級生や保護
者から大きな拍手が沸きあがった）

（写真・市川高校音楽部による合唱。復興支援の気持ちは来庁者の心に確かに届いた）
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※いきいきはつらつ貯筋教室・ヘルスアップ教室はイベントカレンダーをご覧下さい

～町外の医療機関でも予防接種が受けられます～

問いきいき健康課子育て支援係☎ 0556-32-2114

Ｈ23年度

 市川地区住民健康診断
【対象者】

　市川地区居住の方
【日程と対象地区】

　５月 10 日 ㈫ ～ 11 日 ㈬ 市川大門地区
　５月 12 日 ㈭ 大同地区
　５月 13 日 ㈮ 高田地区
　５月 14 日 ㈯ ～ 15 日 ㈰ 全地区
　５月 16 日 ㈪ 山保・市川大門地区
　５月 17 日 ㈫ 市川大門地区

【受付時間】午前 8 時～ 11 時
【場所】市川大門町民体育館
【持ち物】『健康診断のご案内』封筒一式

　　　　保険証　他
※町国保以外の医療保険の扶養家族で、特定健
診を受けられる方は「特定健康診査受診券」を
必ずお持ち下さい。
※町国保以外の医療保険に加入している方（本
人）は特定健診は受けられません。がん検診の
み受けることができます。
※封筒に書かれている持ち物チェックリストを
ご覧下さい。
※結核検診（65 歳～ 74 歳までの国民健康保険
加入者・後期高齢者保険加入者）も上記の日程
で行います。結核検診受診票を忘れずにお持ち
下さい。

【日時】５/31 ㈫ 午後 1 時 30 分〜４時
【場所】市川大門町民会館２階調理室
【対象】おおむね妊娠 5 カ月以降の妊婦

　　　 お子さんが生後 5 カ月未満の方
　　　  その他、離乳食でお悩みの方

【内容】離乳食実習と試食
【持ち物】エプロン・筆記用具・母子健康手帳
【参加費】無料

※�参加希望者は５/20 ㈮までにお申し込み下さい。
※�託児いたします（要申し込み）

【申し込み・問い合わせ】いきいき健康課子育て支援係

～　離乳食教室　～

▪ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチンを再開
　ヒブワクチンと小児用肺炎球菌ワクチンは接種を見
合わせていましたが、厚生労働省が「ワクチン接種と
死亡との間に因果関係は認められず、安全性に懸念
はない」と判断したため、４月１日から接種が再開さ
れました。
※ただし、町営国民健康保険診療所では都合により、
当面の間接種を見合わせています。
▪子宮頸がん予防ワクチン接種の助成期間を延長
　町では、小学校６年生から高校１年生まで子宮頸が
ん予防ワクチン接種費用を助成しています。助成期間
は３月 31 日までとなっていましたが、ワクチンの供給
不足により、次のとおり助成期間を延長しました。

【助成期間】

■�平成 23 年度の中学１年生～高校１年生相当の方（平
成７年４月２日～平成 11 年４月１日生まれの方）で、
前年度接種されていない方

　  ⇒平成 24 年３月 31 日まで
■�平成 23 年度の高校２年生相当（平成５年４月２日～

平成６年４月１日生まれ）の方で、前年度接種され
ていない方

　  �⇒平成 23 年９月末日までに１回目を接種した場
合、２回目、３回目も助成します。

※夏までには１回目のワクチンが供給される見込みです。
■□■経口ポリオ生ワクチン

【対象者】接種当日生後３カ月以上 90 カ月未満の児
【日程・場所】

　５月  ６日 ㈮ 三珠健康管理センター
　５月 24 日 ㈫ 市川大門町民会館

【受付】午後１時～１時 30 分
【持ち物】予防接種予診票・母子手帳・体温計

※ポリオ以外の予防接種は個別接種です。体調の良
い時に計画的に受けましょう。
■□■麻しん、風しん予防接種

【対象者】第１期⇨１歳以上２歳未満の児
第２期⇨５歳以上７歳未満の児（小学校就学前１年間）
第３期⇨中学１年生
第４期⇨高校３年生の年齢相当の方
■□■二種混合（ジフテリア破傷風混合ワクチン）
■□■三種混合（ジフテリア百日せき破傷風混合ワクチン）
■□■日本脳炎

～　予防接種　～

三珠地区・六郷地区
　住民健康診断の申し込み

　三珠地区・六郷地区の方を対象とした住民健診
が９月から 10 月にかけて行われます。
　申込書を５月下旬に発送しますので、記入の上
提出して下さい。

※全員（受けない方も）提出して下さい。



　進学や就職など、春は大きく環境が変わる季
節です。この時期新しい環境に適応しようと頑
張りすぎていませんか？
　環境が変わると新しい生活に慣れようと肉体
的にも精神的にも疲れるものです。そしてそれ
は、大きなストレスとなって心身に圧し掛かり
ます。5 月の連休を過ぎたあたりから、心や身
体に何らかの変調や症状が現れてくることを俗
に「五月病」といいます。「五月病」に限らず、
ストレスがたまってくると、心や身体から SOS
のサインとして次のような症状が現れます。
＜身体に出てくる症状＞

　疲れやすい、眠れない、朝起きられない、食
欲が出ない、めまい、頭痛、腹痛など
＜内面的に出てくる症状＞

　イライラする、やる気がでない、何をするの
も面倒で億劫、なんなとなく気持ちが落ち込ん
でいるなど
　これらの症状は誰にでも現れる可能性があ
り、体からの SOS に気づいたら早めの対処が
必要です。
　まずは十分に休養をとり、心と身体を休めま
しょう。そして自分ひとりでは悩まず、誰かに
相談したり、愚痴をこぼすだけでも気持ちが楽
になることがあります。
　町では月に 1 回、「なんでも健康相談」を実
施しています。お気軽にご利用下さい。今月の
日程は各地区とも５月 24 日です。毎月の日程
は広報のイベントカレンダーをご覧下さい。
　また町では「市川三郷こころの相談ダイヤ

ル」という電話相談も受け付けています（詳細
５ページ）。電話番号は☎ 0556-32-1300 です。
　そうはいっても、今の時代、ストレスなしで
生活することは難しい世の中です。試練や失敗
は自分が成長するチャンスであると前向きに捉
え、1 人で何もかもやろうと頑張りすぎないよ
うにして、自分なりのストレス解消法を見つけ
ましょう。
　ストレスと上手に付き合っ
ていくことも大切ですよ。

（保健師）山田さやか

あなたの心・お元気ですか？

健診や予防接種等の日程をお知らせします。
日時、会場等をご確認のうえ、お出かけ下さい。

いきいき健康課☎ 0556-32-2114
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■対象日に都合がつかない方は、いきいき健康課
子育て支援係までご連絡下さい。

　このマークをつけている方がいたら、
席を譲ったり、近くでの喫煙を控えるなど配慮を
お願いします。みんなで妊婦さんにやさしい環境
づくりをしていきましょう。

妊婦さんにやさしい環境を

■□■４カ月児・７カ月児健診
【とき・場所】５/17 ㈫ 三珠健康管理センター
【受付時間】午後１時〜１時 30 分
【対象】平成 22 年 10 月、平成 23 年１月の出生児
【持ち物】母子健康手帳、バスタオル

■□■ 10 カ月児・13 カ月児健診
【とき・場所】５/26 ㈭ 三珠健康管理センター
【受付時間】午後１時〜１時 30 分
【対象】平成 22 年４月、７月の出生児
【持ち物】母子健康手帳、バスタオル

■□■２歳児歯科健診 ⇨ 全地区の方対象
【とき・場所】５/10 ㈫ 三珠健康管理センター
【受付時間】午後１時〜１時 30 分
【対象】平成 21 年３～５月の出生児
【持ち物】母子健康手帳、問診表、普段使用している

歯ブラシ
■□■３歳児健診 ⇨ 三珠・市川大門地区の方対象

【とき・場所】６/ ２ ㈭ 市川大門町民会館
【受付時間】午後１時〜１時 30 分
【対象】平成 20 年２～４月の出生児
【持ち物】母子健康手帳、問診表、尿スティック、普段

使用している歯ブラシ

～　乳児・幼児健診　～

■５/10 ㈫ 三珠健康管理センター１階機能訓練室
■５/19 ㈭ 市川大門町民会館１階保健室
■５/25 ㈬ 六郷ふれあいセンター

【受付時間】午前 10 時（時間厳守）
　※発行にはおおよそ２時間かかります。

【持ち物】印鑑
　※発行は原則として直接本人に限ります。
　※お急ぎの方は子育て支援係までご連絡下さい。

～　母子健康手帳の発行　～

※症状が長引いたり、症状が
重い場合は、精神科や心療内
科での受診が必要です。

ストレスと上手に付き
合っていくことも大切



　５月の開催日（日付順）

10 日（火）三珠庁舎
11日（水）本庁舎
12 日（木）六郷庁舎

午前９時〜正午

総務課広聴広報係☎ 055-272-1101　
三 珠 支 所 庶 務 係☎ 055-240-4153
六 郷 支 所 庶 務 係☎ 0556-32-2111
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た
「
つ
む
ぎ
の
湯
」
に
待

望
の
源
泉
が
復
活
し
ま
し
た
。
源
泉

復
活
記
念
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、
こ

の
日
は
終
日
入
浴
無
料
。
温
泉
を
待

ち
わ
び
て
い
た
多
く
の
入
浴
客
で
賑

わ
い
ま
し
た
。
２
～
３
日
お
き
に
通
っ

て
い
る
と
い
う
小
林
さ
ん
は
「
沸
か
し

湯
に
比
べ
て
温
泉
は
湯
冷
め
が
し
に

く
い
し
、

湯
触
り

も
や
わ

ら
か
い
」

と
久
々

の
温
泉

の
感
触

を
喜
ん

で
い
ま

し
た
。

各々がとらえた町の表情
市川三郷町フォトグランプリ入賞作品出揃う

応募作品県町内外から 130 点

　

町
で
は
昨
年
４
月
か
ら
、

「
市
川
三
郷
フ
ォ
ト
グ
ラ
ン

プ
リ
」
と
称
し
、
一
年
間
を

と
お
し
て
町
内
の
情
景
を
表

現
し
た
写
真
を
募
集
し
ま
し

た
。

　

町
内
外
か
ら
応
募
さ
れ
た

写
真
は
、
全
１
３
０
点
。
こ

の
た
び
審
査
会
が
行
わ
れ
入

賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

審
査
に
あ
た
っ
た
吉
住
志

穂
審
査
委
員
長
は
「
そ
れ
ぞ

れ
の
視
点
で
、
人
々
の
生
き

生
き
と
し
た
姿
や
四
季
の
表

情
が
捉
え
ら
れ
、（
写
真
を

見
る
こ
と
で
）
住
み
な
れ
た

町
の
景
色
も
ま
た
違
っ
て
見

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
」
と
総
評
し
ま
し
た
。

■
グ
ラ
ン
プ
リ

　

『
西
日
』
高
橋
正
仁
（
上
野
原
市
）

（講評）祭りの裏側を捉えた、とてもドラマチックな作品です。傾い
た太陽の陽射しが赤みを帯び、温もりのある色合いにまとめあげて
います。また、美しい衣装に光が差し込み、暗い背景の中から浮か
び上がったように見えます。面を上げた真剣な表情は見ているこち
らも引き締まりますね。撮影のテクニックの高さはもちろん、魅力
的な被写体の発見力も高い、秀逸な作品です。 ■

四
季
の
祭
り
賞

「芦川の春祭り』
日原恵美子（甲州市）

『夏の華』
佐々木英輔（神奈川県）

『はじめての秋祭り』
　小池美穂（下大鳥居）

『山田の獅子舞』
岡田泰文（甲斐市 )

■特別賞　寄特久義（甲府市）、依田保（甲府市）
■入選　赤池巨光（下大鳥居）、渡辺善文（市川大門）、遠藤菊水

（市川大門）、村松義輝（甲府市）、村松勇（中央市）
■ファミリー賞　高野宣三（高田）、秋山清雄（高田）、佐野由幸

（甲府市）、渡辺勝（忍野村）、小尾明（甲府市）

▪入賞作品は５月 31 日まで、町役場本庁舎１階ロビーに展示しています

【応募方法】郵便ハガキに①住所 ②氏名（ふりが
な）③電話番号 ④希望枚数（２枚まで）を明記
の上、町教育委員会までご応募下さい。 
※応募は１人１回、町内在住者のみとさせてい
ただきます。  

【締切】５月 20 日 ㈮ 必着

※チケットの発送をもって当選発表に代えさせ
ていただきます。

【申し込み・問い合わせ】 〒 409-3601 市川三
郷町市川大門 1790-3　町教育委員会生涯学習課
生涯スポーツ係☎ 055-272-6094

  ホームタウン市川三郷町サンクスデー
2011 Ｊリーグヤマザキナビスコカップ ヴァンフォーレ甲府

6 / 5 日 PM3:00
キックオフ！

Ａ自由席券（バックスタンド）を最大２枚まで抽選により 80 名の方にプレゼント

vs. 清水エスパルス

春
夏

秋冬

▲開館前には入り口に長蛇の列ができた


